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QSK 

新年のごあいさつ  新年の年頭にあたって 

       （一社）熊本県精神保健福祉会連合会会長 飯塚 幸二 

新年あけましておめでとうございます。 

 今年は 2026年、早いもので２１世紀も四半世紀が過ぎてしまいました。２５年前、2000年

の正月、コンピュータの２０００年問題の騒ぎで、正月を職場で過ごしたことを思い出してい

ます。四半世紀の区切りの年ですので、例年と違って、２５年というすこし長い区切りで歴史

（といっても近年の歴史ですが）を振り返ってみたいと思います。長い目で眺めると、これか

らの未来がどうなるか、どうするべきかが見えてくるかと思います。主に精神障がいに関することと、時代背景で

すが、できるだけ“おおざっぱ”に振り返ってみます。 

① まずは前世紀のはじめ、1900年～1925年 明治から昭和へむかう時代から始めます。日   

清・日露戦争の合間、1900年に“精神病者監護法”が定められています。精神病を医療の対象とせず、

患者を家族の責任で自宅に監禁しなさい・・という、今、考えるとんでもない時代の始まりでした、呉秀三先

生を始め、多くの専門家が精神医学を嘆いた時代です。1925年は変化の多い年、国民の権利がすこし

認められて普通選挙が実施されますが、反面、治安維持法で自由に意見の言えない時代となっていきま

す。ラジオ放送が始まったり、数年前には米騒動が起こったりと、なにか今の時代に似た空気。 

② その後の２５年間は、戦争の時代になっていきますから、歴史を繰り返さないように注意が必要です。  

戦争の時代、精神障がい者への差別・偏見は、邪魔者あつかいにすすみ、ドイツではＴ４作戦と称しユダ

ヤ人に先立って障害者がガス室送りにされるなど、障がい者苦難の四半世紀となります。 

③ （精神病者監護法から精神病院法を経て）戦争が終わり 1950年になって、 “精神衛生法”が制定さ

れ自宅の監置から医療の促進やリハビリテーションの対象とはなりました。しかし、自宅監置から病院への

隔離へと隔離の場が移り、世界でもまれな大量の入院患者の時代を生む結果となります。ただ、この期

間、家族会も生まれ、ものを言うことができるようになったのが、戦前と違うところ。 

1975 年から 2000 年には国際的な“障がい者保護”の動きにも後押しされて、精神衛生の施設 や、家

族会の作業所（きぼうの家とか）が作られる時代となります。世紀末には“精神保健法”“精神保健および障

害者福祉に関する法律”が制定され、精神障がい者手帳も発行されています。 振り返ると、日本では、精

神障害者が監護（監置）の対象から医療の対象となるまで 50年、制度的福祉の対象となるまであと 50年、

計一世紀かかったことに・・・。                                   （次ページへ続く→） 

Vol４１４（令和８年新年号） 

一般社団法人熊本県精神保健福祉会連合会 
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④ 2000年から 2025年、長い目でみると、まだ最近のことです。精神分裂病が“統合失調症”になりまし

た、全家連が“みんなねっと”に変わるという変化もこの時期にありました。大きな流れ、としては“障害者の

ふつうに暮らす権利を守る”時代になってきた四半世紀かと思います。世界の動きの中で、障害者権利条

約（2006）年が国連で提唱・制定され（日本の批准は 2014年）。条約の批准にむけて障害者自立支援

法、総合支援法、差別解消法などが制定されていく流れです。その中で、障害者の支援施設・支援事業

も生まれ、きぼうの家も法人化・事業化しました。精神障害者が障害者雇用の対象になった

のは、まだ最近のこと。精神障害者への交通費の割引も始まり、2025年のＪＲ割引実施が

四半世紀の最後（まだ不十分ですが一応）になりました。 

・・と時代を振り返ってみると、これからの四半世紀をどうするか、2026年にかかっているよう

な気もします。というのも、２０２５年に１９２５年と似た風潮が見え隠れしているからです。 

これからは超私見ですが・・・ 

 普通選挙の権利を得て１００年経つのに、選挙で投票する人が６割を切っています。その選挙の中では、排

外主義的な主張の政党も生まれました、外国人・外国排斥のつぎに来るのは国内弱者・障害者の差別です。

低投票の中で３割の得票しかない（有権者 5人に１人も投票していない）政党が政権にしがみつき、議員の削

減や、医療・福祉を削って軍事費を拡張に翻弄しています。熊本に外国まで届くミサイルを配置するとも。軍事

費を増し平和になることはありません。ヒトラーの時代に生まれた報復兵器Ｖ２がミサイルの祖先ですが、相手

国の犠牲よりも製造・配置に関わる国内の犠牲者の方が多かったという逸話も有名です。医療・福祉の切り捨

てで犠牲者がでてしまいます。“米騒動”にも手が打てていません。物価は上がるばかり。１００年前に生まれた

ラジオ放送は、戦争への扇動やフェイクニュースにも活用されてしまいましたが、今、インターネットやスマホが

扇動の道具になりかねません。１００年前の戦争の時代への後戻りはなんとしても避けたいものです。ごく個人

的には４回目の（最後の）四半世紀、３回は平和な時代でしたので、少なくとも生きてる間は平和であってほし

い・・・。 

  もとい、2022年に、障害者権利条約の執行のため、日本政府に突き付けられた勧告がまだまだ実施されて

いません。次の四半世紀は、障害者の地域社会での自立、インクルーシブ教育の実施、精神病院での強制入

院の廃止へ向け邁進する時代にしたいものです。軍事費につぎ込む金があれば、障害者の苦難を解消する

医療・福祉の充実、そしてまだ治療法の出来ていない精神疾患の解明に使うべきです。現状、医療費の負担

は重たく、手帳１級への補助はあるものの、就業・所得の安定しない２級・３級への補助は限定的です。精神疾

患に派生する疾病の治療への補助はありません。補助範囲は、地方自治体により差がある状況ですが、本来

は国が制度として賄うべきです。 

１００年前、排外的な動きは戦争へつながり、その中での障がい者への虐待も生みました。逆

転させる必要があります。障害者の多様性を受け入れ、人としての権利を守る社会は、外国人・

外国の多様性も認め平和を選択する豊な社会につながるものと思います。平和な社会でない

限り家族会の活動もありえませんが、障害者の自立を受け入れる社会を願う家族会の活動は

平和な社会を生むものと夢想し、なによりも皆さまの安寧を願って、年頭の所感を閉じます。 
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（１）缶積み競争 

  ３５０ミリ缶を積み重ねて、２セット合計数で競いま

す。１位 益城病院（２５本）、２位 上益城きぼうの家

（２４本）、３位 平成病院（２３本）。会場と各リモート

会場とで行いました。 

（２）サバイバルゲーム（○×クイズ） 

  ○×クイズ。会場とリモートで行い、会場では２問目で

「くまモンは県庁に出勤しているか」で２チームしか残ら

なかったという初めての事態に！！超難問だったもよう 

 １位 平成病院①、２位 平成病院②、３位 人吉こころ

のホスピタル、４位 時計台 

※昼食・くまモン隊との交流 

 くまモンが踊る、踊る！利用者の皆様も踊る、踊る！写

真も撮りまくり！リモートも含め、とてもいい交流にな

りました。 

（３）食欲の秋（駄菓子食い競争） 

 諸事情（物価高騰）により、パン食いから駄菓子食い競争

に変更。ネットを潜り、竿に下がったエビせん等を口でくわ

えてゴール！（リモートの方はこの間にリレーの優勝チーム

予想をしていました） 

 

 

（４）チーム対抗リレー 

１チーム１０人でリレーしました。白熱！！ 

優 勝 有明どんかっちょ（有明） 

２ 位 レッドスターズ（熊本市北区・東区） 

３ 位 ファイターズ２０２５（人吉・水俣） 

（５）交流レク・スポーツダンス 

 日本３Ｂ体操協会指導士の大塚さんは３回目の参加！ 

「ＹＭＣＡ」♪を踊りました。皆さんとてもノリノリでした。

楽しそうで良かったです！ 

 

♪♪結 果 発 表♪♪ 

 総合優勝  やっちろピンキーズ（八代） 

 ２  位  ファイターズ２０２５（人吉・水俣） 

 ３  位  レッドスターズ（熊本市北区・東区） 

 

 

 

ふれあいピック特集  第３２回ふれあいピック開催！！ 

         大会スローガン「輝く笑顔で 繋がる心 ふれあいピック」 

 令和７年１１月１４日（金）、パークドーム熊本において、第３２回ふれあいピックを開催

しました。コロナでの中止、各事業所・病院においてのリモート開催を経て５年ぶりの現地開

催となりました。パークドーム熊本まで足を運ぶことが困難なチームもあり、現地とリモート

のハイブリット形式で４７４人が集いました。ふれあいピックの開催にあたり、以前のような

運動会をと考え、実行委員会を立ち上げ話しあいを重ね、無事終えることができ感無量です。

リモートの各会場と、現地で集まった皆さんと、缶積み競争を交互にやったり、昔からあるサ

バイバルゲーム（○×クイズ）でわいわいしたり、形を変えながらもみなさんとのつながりを

感じた１日でした。オンラインなので、画面が途切れたり止まったりとちょっとしたハプニン

グもありました（大変申し訳ありませんでした）が、大きな会場でのびのび行い笑顔が飛び交

いました。昼休みのくまモン登場も、大いに盛り上がり、楽しかったです。また、来年もどん

どん進化していく予定ですので、多くの方の参加をお待ちしております。 

 

♪ふれあいピックプログラム♪ 
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研修お知らせ  家族による家族学習会 
みんなねっとでは、今年度 2回目となる「リモート版家族学習会担当者養成研修会」を開催します。 

本研修会は、家族による家族学習会や家族学習会セミナーに参加経験のある方を対象に、今後、家族学習会の担当者として活動して

いただくことを目的としています。すでに担当者経験のある方もご参加いただけます。参加希望をされる方は、「みんなねっと」のホームぺ

ージの「家族による家族学習会」担当者研修会申込フォームから申し込みをお願いします。 

日 時：令和８年２月２１日（土）１０：００～１６：１５（９：３０受付開始）     形 式：オンライン形式      申込締切：２月６日（金） 

① 参加費：６８０円（テキスト「じょうずな対処～今日から明日へ」をお持ちの方） 

② 参加費＋テキスト代：２０００円（テキスト「じょうずな対処～今日から明日へ」のない方） 

お申し込み後、参加方法など詳細をご案内します。多くの皆様のご参加をお待ちしています。 

「家族による家族学習会」は、精神疾患を患った家族を「参加者」として迎え、同じ立場の家族が「担当者」としてチームで運営するピア

サポートプログラムです。参加者は決められたテキストを読み、体験を語り合いながら、疾患や治療、回復に関する正しい情報を共有し、家

族同士の支えあいの場を提供します。このプログラムは、家族の孤立感を軽減し、正しい知識や対応の仕方を学ぶことを目的としています  

県連本部事務局及び熊本きぼう福祉センター報告    （１０月１日～１２月３１日） 

１０月３日（金） 第６１回熊本県精神保健福祉大会／於合志市文化会館 

９日（金） 避難訓練／於熊本きぼう福祉センター 

１０日（金） 第２８回あみ全国大会 in福岡／於福岡県中小企業振興センター 

１８日（土） きぼう秋まつり／於熊本県連家族会館 

２３日（木） ボナペティ昼食会／於熊本県連家族会館 

スポレク事務局会議／於オンライン   

２８日（火） スポレクスタッフ会議／於オンライン 

２９日（水） 水俣芦北地域家族支援教室／於 

３０日（木） ハロウィン（わかくさ幼稚園訪問）／於わかくさ幼稚園 

３１日（金） 文化交流会／於熊本県連家族会館 

１１月１１日（火） 菊池地域家族会／於泗水公民館 

１４日（金） 第３２回ふれあいピック／於パークドーム熊本 

１８日（火） 障がい者芸術展／於熊本県立美術館 

１９日（水） 国立菊池倫理委員会／於国立菊池病院 

２２日（土） こころうきうきまつり／於熊本県立こころの医療センター 

２８日（金） ～２９日（土）県連一泊研修会 

１２月１１日（木） ～１２日（金）九州ブロック研修会 in佐賀 

１８日（木） 県社協評議員会 

１９日（金） きぼう望年会／於熊本きぼう福祉センター 

＜１月の日程＞ 

  １４日（水）みんなねっと県連インタビュー 

  ２３日（金）熊本きぼう福祉センター家族会／於家族会館２階研修室 

  ２６日（木）みんなねっと都道府県意見交換会／オンライン 

 

 
午年です！各スタッフの抱負は２月号に掲載いたし

ます。今年は毎月はなみずき出すぞ‼（編集子） 


